
【接続手順】 

【操作手順】 

１） プロジェクタの画像を映す『スクリーン』を準備します。 

 

３） プロジェクタの付属品を確認します。 

○黒い電源コード ○信号ケーブル（コンピュータと接続するための物） ○リモコン その他 

 

５） 　次に信号ケーブルを　　　のプロジェクタ後部と　　　のコンピュータ後部にある信号ケーブル端子に

差し込みます。（同じ形をしているのでどちら側を差し込んでも差し支えありません。） 
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　学校に導入されているプロジェクタ（NEC  LT150Z）とノート型コンピュータ（富士通FMV

715NU3/B）を例に，接続手順と操作手順をまとめました。機種が違ってもほぼ同じ手順で機

器の活用ができます。接続方法を動画で説明しているビデオの貸出も行う予定です。

詳しくはWebにてご確認ください。 
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　レシピとは，ディジタルコンテンツを活用し
た授業イメージをもっていただくための実践事
例です。作成したレシピはWebサイトで公開し
ておりますので，参考にしてください。

小学校５年 家庭科 「針と糸を使ってみよう」
提案者　仙台市立市名坂小学校　三浦弘幸

・作りたいものを決め，糸と針に慣れさせる。

・映像（動画）や大型教材の提示を通してボタン付けや縫い方を理解させる。

・小物作りの計画を立てさせ，製作させる。

必要とする情報を選択し，自分の作業 に生かすことができる。

時間のかかる児童がコンピュータの前に来て動画を何回も見ながら学習していた。
また，一度学習した６年生も動画を見ながら復習していた。

身近な小物に関心をもち，糸と針を使って生活に生かそうとする態度を育てる。
玉結び，玉どめ，なみ縫いや返し縫い，かがり縫いなどの縫い方ができるようにする

動画をいつでも見られるようにしたことで，児童は安心して学習を進めることがで
きたと思う。複雑な行程を伴う学習では，動画を活用することは効果的だと思う。

IPA http://www2.edu.ipa.go.jp/gz/○出典： 「教育用 画像素材集サイト」

プロジェクタの上部

 

 

６）ケーブルを接続したら，プロジェクタ上部にあるの電源（Power）ボタンを２秒くらい押します。

Power表示は   ⇒  点滅 ⇒   になり，電源が入ります。 

 このときスクリーンは，青色になり画面右上に”no input”あるいは“無信号”と表示されます。７） 

これは ，コンピュータからの映像信号が，まだ送られていないことを示しています。 

８）

９） ＜画面の調整と操作＞ 

※＜電源を切るとき＞ 

次にコンピュータの電源を入れ，Windowsが立ち上がりましたら，コンピュータ画面がスクリー

ンに映っているかどうかを確認します。 

スクリーンにコンピュータ画面が映らない場合，コンピュータ（F M Vなら）のキーボード左下に

ある青色の文字で書かれたFnキーを押しながらキーボード最上段の F10 キーを押します。（ノート

コンピュータのメーカーによってはFｎ＋F1～F12まで様々です。　　左の様な絵の書かれたファ

ンクションキー〔F１～ F12〕を探すと，それが画面切り替えキーです。）  

＊これはスクリーンにコンピュータの画面を表示させるための重要な操作ですが，コンピュータの機種によって

は，この操作を必要としない場合もあります。また， 　　のSOURCEボタンはコンピュータやビデオデッキなど，

映したい機器の選択切り替えを行う部分で，コンピュータ画面が映れば触れる必要はありません。  

・コンピュータの画面が黒くなり，スクリーンにコンピュータの画面が映し出されます。 

・プロジェクタのレンズの枠を回して，画面のピントが合うよう調節します。 

・プロジェクタの傾きは，　　にあるようにプロジェクタ上部にあるボタンを押しながら， 

　プロジェクタを上下して調整できます。 

・スクリーンを見ながら，コンピュータを使用する時とまったく同じようにマウス操作をします。 

　　の電源ボタンを2秒くらい押します。 

スクリーン下に“しばらくおまちください。”というメッセージが出てきます。 

電源ボタン左側の小さなランプが   の点滅に変わります。Power表示が   になるまでプロジェクタ

の電源プラグをコンセントから抜かないでください。   になったら，電源プラグを抜き，コンピ

ュータを終了させてください。  以上がプロジェクタの接続と基本的な操作です。 

この資料の作成にあたっては，社団法人著作権情報センター＊

の協力を得ました。

社団法人 著作権情報センター （所管庁：文部科学省）＊

◇住所 〒 東京都新宿区西新宿３－２０－２163-1411
東京オペラシティタワー11Ｆ

◇ (著作権相談室 )TEL 03-5353-6921 TEL03-5353-6922
FAX 03-5353-6920◇
URL http:/www.cric.or.jp/◇

４） プロジェクタを設置したら，レンズキャップを外し，黒い電源コードの差し込みコンセントのもう一方の

端子を プロジェクタの後部 にある　　　の形の接続部に差し込みます。 
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ACIN(プロジェクタ側 接続部)

 

 

 

 

 

 

 

図２の電源コード 接続端子

信号ケーブル端子(プロジェクタ側) 

この端子のもう一方を図４のコンピュータ側端子
に接続する

[○：著作権者の許諾を得ずに利用できます。　△：著作権者の許諾を得れば利用できます。]

 第三十五条

　学校その他の教育機関（営利を目的として設置されてい

るものを除く。）において教育を担任する者は，その授業

の過程における使用に供することを目的とする場合には，

必要と認められる限度において，公表された著作物を複製

することができる。ただし，当該著作物の種類及び用途並

びにその複製の部数及び態様に照らし著作権者の利益を不

当に害することとなる場合は，この限りではない。

著作権法　第五款　著作権の制限

（学校その他の教育機関における複製）

＊　但し，コンテンツの利用規約の中で利用範囲について何ら
かの許諾を行っている場合は，除外され，上記の③～⑤の場
合に関しても著作権者の許諾を得ずに利用することが可能で
あります。（例：ＩＰＡ「教育用画像素材集」利用規約）

　小学４年生を担任している教諭が受け持ちの児童に対し，社会科の学習の時間
に，Web上のコンテンツ，例えば「釜房ダムの画像」を活用する場合の利用範
囲を考えてみましょう。

①～②と③～⑤に判断が分かれた根拠は，下記の第三十五条の条文の「その授業の過程に
おける使用に供すること」の解釈ということになります。

⑤ → △ コンテンツ画像が掲載された
指導案を学校Webページの校
内研究の部分にアップした。

○○○school

校内研究

指導案

④ → △ コンテンツ画像を掲載した指導
案を，研究集録として編集し近
隣の学校へ配布した。

研究集録

指導案

③ → △ 参観する先生方のために学習
指導案を作成し，その中にコ
ンテンツ画像を掲載した。

② → ○ コンテンツ画像を学習用資料と
して印刷し，児童へ配布した。

資料

資料

資料

資料

① → ○ 教室でプロジェクタを使用し
てコンテンツ画像を投影した。

指導案

２） プロジェクタを取り出し，スクリーンから適度に離れた位置に設置します。その際 

・コンセントの位置 

・電源コードの長さ 

・スクリーンの大きさと距離   

などに留意してください。 

（写真のプロジェクタの場合，スクリーンから投影距離1.5ｍ～7.5ｍまで可能 ） 
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プロジェクタ 

　そうか私は作業

の順番がちがって

いたんだ。

もう一度やってみ

よう。

あれ，ちがうかな？もう一度映像を見てみよう。

コンピュータ側の 

信号ケーブル端子接続部 

SOURCEボタン

電源ボタン（Power） の点滅：電源準備中

：Power off状態 

：Power o n 状態 

この部分を押しながらプロジェクタを持ち上下

することで高さ(角度)の調整ができる。 


